
　　◆　私たちは、入院生活や治療が順調に進むように下記の計画に基づき援助します。
　　　　　　　
　　　お名前　　　　　　　　　　　　　　　　様　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主治医　　　　　　　　　　　　受持ち看護師　　　　

入院当日 術後1日目 術後2日目 術後3日目 術後4日目 術後5日目 術後6日目
術前 術後

尿の管が入っています。 尿の管を抜きます。

前日は必ずシャワー
浴をしてください。

タオルで体を拭きます。 シャワー浴が可能になります。

毎日1日3回検温があります。

採血をします。 採血をします。 採血をします。 採血をします。

レントゲンをとります。

酸素を吸入します。 酸素を外します。

手術時間に合わせて点滴が入ります。 点滴を抜きます。

この説明用紙は、治療のおおよその経過をお知らせするものです。状態に応じて予定が変更になることがあります。ご不明な点がございましたら、お気軽におたずねください。
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胃ESDを受けられる方へ

日付
手術当日

活動

安静度 制限はありません。
ベッド上で

安静にします。

制限はありません。

排泄 尿量測定をしてもら
います。

清潔

お昼から5分粥に
なります。

お昼から全粥になります。

検査

処置

心電図モニターを
装着します。

心電図モニターを
外します。

血栓予防の
下肢マッサージ機を

装着します。

下肢マッサージ機を
外します。

お昼から３分粥に
なります。

食事

昼食までご飯が食べ
られます。

18時以降はOS-1のみ
飲めます。

水、お茶、スポーツ
飲料が飲めます。

お昼から流動食が
始まります。

水分や食事をとって、気分が悪くなったり、　　　　　　　血
を吐くことがあればすぐに教えてください。 治療した部位に影響を及ぼすので、退院

後は香辛料や炭酸等の
刺激物、固いものの摂取は避け、

消化のよいものを摂取してください。
飲酒、喫煙も禁止です。

長湯、息が切れるような激しい運動は避
けてください。

便に血が混じっていたり、黒い時はすぐに教えてください。

備考

注射

内服薬

内服薬の確認後、お
預かりします。 指示がある場合は

薬を飲みます。

教育
説明

その他

手術のオリエンテー
ションを行います。

粘膜保護薬の内服が
開始になります。

胃薬、常用薬の
内服が開始になりま

す。


